
香
川
県
丸
亀
市
で
は
、
１
増

の
２
議
席
獲
得
を
目
指
し
ま
し

た
が
、
現
職
が
当
選
し
、
新
人

は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
共
産
党
西
讃
地
区
委
員

会
の
河
村
整
地
区
委
員
長
は
、

「
丸
亀
市
議
選
で
、
現
有
議
席

は
確
保
し
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
議
席
を
増
や
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
支
持
者
、
後
援
会
、
党

員
の
み
な
さ
ん
、
ま
た
全
県
か

ら
支
援
に
か
け
つ
け
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
こ
こ
ろ
か
ら

の
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
度
の
市
議
選
挙
で
は
、

党
は
物
価
高
騰
の
な
か
で
の

『
市
民
の
く
ら
し
優
先
の
丸

亀
市
を
』
と
訴
え
、
①
国
保

税
の
引
き
下
げ
、
②
移
動
手

段
の
充
実
、
③
待
機
児
童
ゼ

ロ
の
政
策
、
『
１
議
席
か
ら

２
議
席
へ
伸
ば
し
て
願
い
実

現
の
力
を
さ
ら
に
大
き
く
』

と
訴
え
ま
し
た
。
『
国
保
税

引
き
下
げ
て
ほ
し
い
』
『
移

動
手
段
の
充
実
し
て
ほ
し
い
』

な
ど
党
の
訴
え
に
た
い
し
て

市
民
か
ら
共
感
の
声
が
広
が

り
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
も
教
訓
に
、

党
の
自
力
を
つ
け
、
来
る
べ

き
参
院
選
で
白
川
さ
ん
は
じ
め

５
人
の
比
例
当
選
へ
全
力
を
尽

く
し
ま
す
」
と
の
べ
ま
し
た
。

香
川
憲
法
会
議
は
19
日
、
総

会
と
講
演
会
を
高
松
市
で
開
き

ま
し
た
。

十
河
浩
二
事
務
局
長
は
「
米

国
が
『
全
土
基
地
方
式
』
で
日

本
を
出
撃
基
地
に
し
、
日
米
地

位
協
定
に
伴
う
多

額
の
負
担
や
『
思

い
や
り
予
算
』
な

ど
の
負
担
の
事
実

を
無
視
し
て
日
本

に
さ
ら
な
る
軍
事

負
担
を
求
め
て
き

て
い
る
」
と
批
判
。

「
日
本
は
中
国
の

覇
権
主
義
、
ア
メ

リ
カ
の
中
国
包
囲

網
な
ど
『
軍
事
対

軍
事
』
の
道
か
、

憲
法
９
条
を
生
か

し
た
『
武
力
に
よ

ら
な
い
平
和
』
の

道
に
進
む
か
の
岐

路
に
あ
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

代
表
委
員
の
饗

場
和
彦
徳
島
大
学
教
授
は
「
学

術
会
議
の
問
題
で
、
菅
元
首
相

に
よ
る
学
者
の
任
命
拒
否
や
学

術
会
議
法
人
化
の
法
案
は
憲
法

上
の
、
学
問
の
自
由
に
対
す
る

重
大
な
侵
害
だ
。
学
術
会
議
を

政
府
の
意
向
や
方
針
に
合
わ
せ

た
御
用
学
者
の
集
団
に
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
」
と
指
摘
。

「
国
会
議
員
の
任
期
延
長
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
緊
急
事
態
条
項

な
ど
、
国
会
で
憲
法
を
変
え
る

機
運
が
あ
り
、
憲
法
の
改
悪
に

対
し
、
抵
抗
が
必
要
だ
」
と
訴

え
ま
し
た
。

３
月
の
憲
法
会
議
結
成
60
周

年
記
念
講
演
会
で
の
渡
辺
治
一

橋
大
学
名
誉
教
授
の
「
憲
法
会

議
の
60
年
と
、
新
た
な
情
勢
の

も
と
で
の
改
憲
阻
止
の
た
た
か

い
」
が
テ
ー
マ
の
講
演
の
動
画

を
視
聴
し
ま
し
た
。
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丸
亀
市
議
選
の
結
果

ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン

が
１
９
６
２
年
に
フ

ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、

時
代
の
寵
児
と
な
り

つ
つ
も
、
周
囲
の
期

待
を
裏
切
っ
て
ロ
ッ

ク
に
転
向
す
る
６
５

年
ま
で
を
描
い
た
映

画
が
痛
快
で
あ
っ
た
。

デ
ィ
ラ
ン
の
作
品
は
社
会
問

題
か
ら
内
省
的
な
も
の
ま
で
多

岐
に
渡
り
普
遍
的
で
あ
る
。
当

時
は
ラ
ブ
ソ
ン
グ
が
主
流
だ
っ

た
ロ
ッ
ク
界
に
も
影
響
を
与
え
、

特
に
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
や
ニ
ー

ル
・
ヤ
ン
グ
等
は
人
権
や
平
和

に
つ
い
て
主
張
す
る
作
品
が
増

え
て
い
っ
た
。

６
３
年
に
発
表
し
た
「
風
に

吹
か
れ
て
」
の
制
作
過
程
や
、

フ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
に
持
ち
替
え
て

歌
う
シ
ー
ン
が
ハ
イ
ラ
イ
ト
で

は
あ
る
が
、
個
人
的
に
は
キ
ュ
ー

バ
危
機
の
最
中
に
「
戦
争
の
親

玉
」
を
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
歌
う

シ
ー
ン
が
衝
撃
的
で
あ
り
、
今

の
歌
に
も
聞
こ
え
る
こ
と
に
戦

慄
を
覚
え
る
。
「
爆
弾
を
造
る

お
ま
え
さ
ん
た
ち
、
壁
の
影
に

か
く
れ
て
も
、
あ
ん
た
の
顔
は

丸
見
え
だ
。
若
者
等
に
引
き
金

ひ
か
せ
て
、
死
人
の
数
を
数
え

て
い
る
。
人
を
殺
す
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
」
＝
高
石
友
也
に
よ

る
訳
詩
の
部
分
抜
粋
＝

（
チ
）

◆◇丸亀市議選◇◆
定数２４人／立候補２９人
当）中谷 真裕美（５８）現１３９５票 １３位
次）笹井 孝志 （７１）新 ８４０票 ２５位

当選数（改選前議席）
▽共産１（１）･自民７（１０）･立憲４（２）
国民２（０）･公明２（２）･維新１（１）
無所属７（８）

議席占有率 ４･16％（同） 投票率 ４５･45％

香
川
県
高
等
学
校
教
職
員

組
合
（
高
教
組
）
と
県
教
職

員
組
合
（
香
教
組
）
な
ど
は

17
日
、
高
松
市
の
Ｊ
Ｒ
高
松

駅
前
で
、
教
員
給
与
特
別
措

置
法
（
給
特

法
）
改
正
法

案
に
反
対
す

る
宣
伝
を
し

ま
し
た
。

長
時
間
労

働
の
是
正
や
、

主
務
教
諭
の

法
制
化
へ
の

反
対
、
教
職

員
の
人
員
増

な
ど
を
求
め

る
ビ
ラ
入
り

の
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
り
、
リ

レ
ー
ト
ー
ク

を
し
ま
し
た
。

高
教
組
の

十
河
浩
二
委

員
長
は
「
公

立
学
校
の
先

生
は
給
特
法
の
下
で
休
憩
が

ほ
ぼ
と
れ
ず
、
部
活
動
で
土

日
も
出
勤
な
ど
過
労
死
ラ
イ

ン
前
後
の
長
時
間
過
密
労
働

で
、
学
校
現
場
は
限
界
だ
」

と
指
摘
。
「
子
ど
も
た
ち
に

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
ど
こ
ろ

か
最
低
限
の
教
育
す
ら
保
障

で
き
な
い
状
態
で
、
教
職
員

の
絶
対
数
が
足
り
て
い
な
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。
「
単
に

残
業
代
が
欲
し
い
の
で
は
な

く
、
学
校
現
場
で
の
労
働
や

人
員
不
足
の
現
状
を
明
ら
か

に
し
、
教
職
員
の
増
加
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発

機
構
）
加
盟
38
カ
国
中
、
最

下
位
レ
ベ
ル
の
教
育
へ
の
支

出
を
大
幅
に
増
額
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

教
員
の
３
０
代
男
性
は

「
自
分
の
子
ど
も
や
孫
が
、

短
時
間
の
睡
眠
で
疲
れ
切
っ

た
顔
の
先
生
に
学
校
で
教
え

て
も
ら
い
た
い
で
し
ょ
う
か
。

ゆ
と
り
が
必
要
で
す
」
と
訴

え
ま
し
た
。
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満
州
事
変
の
翌
年
（
昭
和
7
年
・

１
９
３
２
）
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
了

（
１
９
４
５
）
の
14
年
間
、
日
本
か

ら
「
満
蒙
」
へ
送
り
出
さ
れ
た
農
業

移
民
団
。
主
体
と
な
る
正
規
の
満
蒙

開
拓
団
の
他
に
、
満
蒙
開
拓
青
少
年

義
勇
軍
、
報
国
農
場
隊
（
勤
労
奉
仕

隊
）
、
花
嫁
女
塾
な
ど
も
満
蒙
へ
派

遣
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
総

称
し
て
満
蒙
開
拓
団
と
呼
ぶ
場
合
も

あ
る
。

昭
和
7
年
（
１
９
３
２
）
３
月
の

満
州
国
建
国
後
、
そ
の
年
の
内
に
始

め
ら
れ
た
４
年
間
の
第
１
次
～
第
４

次
試
験
移
民
（
武
装
移
民
）
を
経
て
、

５
年
目
の
昭
和
11
年
（
１
９
３
６
・

第
５
次
移
民
）
以
後
に
本
格
派
遣
さ

れ
た
成
人
男
子
を
主
体
と
す
る
組
織

は
、
そ
の
家
族
を
含
め
て
満
蒙
開
拓

団
と
呼
ば
れ
、
満
蒙
移
民
の
中
核
と

な
っ
た
。

入
植
者
は
、
国
内
農
村
窮
乏
の
緩

和
と
満
州
国
維
持
の
軍
事
的
役
割
と

い
う
二
重
の
目
的
を
に
な
い
、
普
段

は
鍬
を
持
っ
て
農
業
に
従
事
し
、
戦

争
が
始
ま
る
と
銃
を
持
っ
て
関
東
軍

の
指
揮
下
に
入
っ
た
。
そ
の
た
め
開

拓
移
民
団
は
「
土
の
戦
士
」
と
も
呼

ば
れ
た
。

※
最
終
的
に
は
、
全
国
か
ら
開
拓

団
２
２
０
，
２
２
５
人
と
義
勇
軍
１

０
０
，
６
２
７
人
、
合
わ
せ
て
総
数

約
３
２
万
人
が
満
蒙
に
派
遣
さ
れ
た
。

香
川
県
か
ら
の
満
蒙
入
植
者
は
、

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
の
府
県
別

送
出
人
数
に
よ
れ
ば
、
開
拓
団
員
５
，

５
０
６
人
、
義
勇
隊
員
２
，
３
７
９

人
。
合
計
７
，
８
８
５
人
は
全
国
第

15
位
に
当
た
る
。
香
川
郡
か
ら
の
ま

と
ま
っ
た
満
蒙
入
植
者
は
、
昭
和
16

年
（
１
９
４
６
）
５
月
に
牡
丹
江
省

鏡
泊
湖
に
入
植
。
開
拓
団
名
は
鏡
泊

香
川
郷
で
あ
っ
た
。

※
香
川
郡
に
お
け
る
満
蒙
移
民
の

中
心
と
な
っ
た
上
笠
居
村
（
現
鬼
無

町
）
は
、
分
村
計
画
に
よ
り
村
民
２

０
０
人
が
家
屋
敷
や
田
畑
一
切
を
処

分
し
て
入
植
し
た
。
そ
の
う
ち
97
人

が
現
地
満
蒙
で
死
亡
し
、
昭
和
21
年

（
１
９
４
６
）
に
帰
村
し
た
の
は
43

世
帯
96
人
、
消
息
不
明
は
７
人
で
あ
っ

た
。

※
下
笠
居
村
か
ら
の
入
植
者
は
満

州
開
拓
団
入
植
者
は
14
人
（
う
ち
現

地
死
亡
５
人
）
、
満
蒙
開
拓
青
少
年

義
勇
隊
入
植
者
は
13
人
（
う
ち
現
地

で
死
亡
１
人
）
、
満
州
勤
労
奉
仕
隊

入
植
者
は
13
人
（
う
ち
現
地
残
留
1

人
）
と
な
っ
て
い
る
。
【
「
下
笠
居

村
史
」
に
よ
り
集
計
】

※
香
西
町
か
ら
の
満
蒙
開
拓
団
入

植
者
は
13
人
（
う
ち
１
人
戦
死
）
、

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
隊
入
植
者
は

５
人
（
う
ち
３
人
戦
死
）
、
満
州
勤

労
奉
仕
隊
と
し
て
渡
満
後
行
方
不
明

は
２
人
。
【
「
新
香
西
史
」
に
よ
る
】

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
８
月
の

ソ
連
参
戦
に
よ
り
開
拓
団
は
壊
滅
。

満
州
各
地
に
放
置
さ
れ
た
日
本
人
入

植
者
は
多
大
の
犠
牲
者
を
出
し
、
ま

た
多
数
の
中
国
残
留
婦
人
・
孤
児
を

生
ん
だ
。

郷
土
史
辞
典｢

笠
居
郷
探
訪｣

（
一
部
抜
粋
）

㉖

満

蒙

開

拓

団著
者

立
山

信
浩

高教組と香教組

給特法改正案に反対し宣伝行動


